
舗装工事発注支援システム
舗装工事発注支援システム（PSS）とは？

導入効果・メリット

ＰＳＳの主な機能（発注支援機能）ＰＳＳの主な機能（発注支援機能）

①補修箇所選定・抽出

③舗装現地ＷＧ
※舗装標準様式の
　　作成支援

②概算工費算定・調整

④発注図面作成支援

事業費を考慮した
トライアルが可能
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自動的に図面へ旗上
げ表示

Pavement management Support System (PSS)

技術者の視点や知見を基に各種データの一元的な可視化や分析機能及び高い操作性を
実現したシステム。
本システムにより、路面性状結果、劣化予測、舗装構成等のデータから手作業で行ってい
た発注図書作成を自動化して生産性向上を図るほか、優先して補修すべき箇所を容易に
把握できることで適時適切な優先順位での補修が可能となり、高速道路の走行快適性
の向上に繋げています。

任意の補修箇所の
概算工費も追加算出！
任意の補修箇所の
概算工費も追加算出！

補修箇所を自動抽出補修箇所を自動抽出

舗装発注業務が効率化　70時間 ⇒ 7時間　1/10　※1工事あたり

多視点的な
情報に基づく
意思決定を

データ表示や
発注資料を
自動化する等
業務プロセスを

高度化 省力化

生産性を
飛躍的に
向上
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〒100-8979　東京都千代田区霞が関3-3-2　新霞が関ビルディング（総合受付14F)
TEL ： 03-3506-0111（代表）　URL： https://www.e-nexco.co.jp/ 

お問い合わせ先

路面性状測定
結果（Excel）

日常点検情報
（ポットホール）劣化予測 舗装台帳

東日本高速道路株式会社　関東支社

加須管理事務所

路   線   名：東北自動車道 I C 区 間:岩槻 ～ 岩槻

上下線の別：上下線無関係 区分無し 完成

区分 細目区分 種別 損傷部位 損傷項目 判定 個所

1
岩槻

F
270

路　面 舗装 ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装 区分なし 1 /1 ポットホ－ル陥没 B 1 0.005 ㎡ 補修 2004070699010001510406238 NNA

[ 損傷の概要と項目 ] ［監督員の所見］

[写真等]

ランプ左路肩にポットホール　Φ０．０８ｍ　深さ約２ｃｍ。岩槻ＩＣ　Ｆ-270

<< 日常点検 >>

ﾗﾝﾌﾟ名 数量

観察頻度

点検報告書（その2）

位置
構造物 損傷の部位と内容

処置方法 整理番号 関連整理番号 経過ﾌﾗｸﾞKP

 部位番号

主任補監督員 補助監督員 補助監督員 管理技術者監督員 監督員 副監督員 主任補監督員

平成 16年 7月 6日 火曜日 天気 ( 晴れ ) 点検者

PSS活用イメージ
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PSSを活用すると・・・

様々な
データから
補修計画を
手動で立案

ポットホール

自動集計

経過年数

予
測
値

POI寒冷4.0cm 20110331 POI寒冷4.0cm 20130822
BI 6.0cm 20110331 BI改質 6.0cm 20130822

Aba1 10.0cm 20110331 Aba1 10.0cm 19951101

粒状路盤20.0cm 19951101 粒状路盤20.0cm 19951101

（第１層）
（第2層）

（第3層）

（第4層）

位置情報をキーとした各種情報を統合的に可視化し、技術者が最適な補修
計画策定を支援するデータドリブンの実現

システムより
自動集約
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